















































































































geselschaftlichen Optimismus,nicht blo mit Rousseau,die



































































































































































































































der niederen Lebensbezirke,uberaus farbig,poetisierend und
ilusionistisch....siemachtausderWelteinWundertheater.Undin
demWundertheater―auchdiesistfurdasVerhaltniszummodernen
Realismussehrwesentlich― herrschtgleichwohl,trotzderAben-
teuerlichkeitundWunderhaftigkeit,einefesteOrdnung.（Auerbach
316317）
「確固たる秩序」というのは具体的には神と国王を中心とした身分制度であ
り，その身分制度で成り立つ社会（制度・構造）にほかならないが，全体的に
見ればこれがこの時代のスペインのコスモス観なのである。このコスモス観を
そのままで打ち破る方法がピカレスク・ロマンだと考えてよいだろう。
この点において，ピカロは文字通り，ヒーロー/アンチ・ヒーローなのであ
るが，その行動や活躍は読者にとって必ずしも常に胸のすく清々しいものでは
なく，嫌悪感をもたらさないものであるにせよ，わかりにくいものであること
がある。『ラサリーリョ・デ・トルメスの生涯』からしてすでに，結末として
は主人公は庇護者の「お触れ役」として地歩を固め，妻の（おそらくは）不貞
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もなかったことにすることによって幸せになったという内容だが，ここには牛
島信明が言うように読者の思考を巻き込んだ私＝ラサリーリョと作者との語り
の乖離を意識的に見せつける「小説の構造的アイロニー」（『ラサリーリョ・デ・
トルメスの生涯』牛島349）があって，そう読み込んで初めて主人公の反権力
が理解できる。それは当時の王権，宗教権力の検閲を考えてみても（実際，検
閲によって『ラサリーリョ・デ・トルメスの生涯』は大幅に削除されてきた），
納得できることである。
それらを踏まえて改めて『マノン・レスコー』を見直し，またピカレスク・
ロマンの構造を作品に投影してみると，『マノン・レスコー』にまったく新た
な光が当たり，新たな次元や物語が見えてくるのであり，下層階級出身で，父
親から逃れ，いわば社会的孤児（＝アウトサイダー，マージナル・マン）となっ
たマノンがとる行動様式もまったく別の様相を帯びてくる。つまり，これまで
はデ・グリュという純粋な青年に愛されながら，浪費好きのマノンは何度も何
度も彼を裏切って大貴族や政府高官の愛人になり，最後は逮捕されて，罪人と
なるという，いわば デ・グリュにとっての妖婦（ファム・ファタル），尻軽
女の転落物語とみられてきたが，ピカロ（pcaro/picaroマノンは女性なの
でピカラpcara/picaraになるが，本論ではその機能が問題なので，ここでは
特に女性であることが問題であるときを除いて統一的にピカロという語を使用
する）という視点を導入すれば，贅沢をしている女性の地位にひかれて，大貴
族や政府高官の愛人になるが，実際には贅沢は贅沢として愛し（自らもその
ことを自覚している），一方ではその都度，デ・グリュの純粋な愛に胸打たれ
間違えてはならないが，これはデ・グリュの純粋性を指し示しはするが，
マノンの純粋性ではない。マノンは自分の好きなように生きているだけであり，
それ以外に統一的原理もなければ，自分の行為に統一性を持たせようという意
思はない。マノンがデ・グリュの純粋な愛に胸打たれるのはいわば，悪びれな
い悪ゆえなのである ，狡知で逆境を切り抜け（つまり，パトロンを騙し，
いわば恩を仇で返し これらのパトロンはマノンを虐待したわけではなく，
マノンに贅沢を与えているだけである ），大貴族や政府高官のもとを去る
（それゆえにこそ，彼らの怒りを買い，逮捕されるのである）という構図が浮
かび上がってくる。ところがその際，大貴族や政府高官の怒りやその仕打ちが
二人の純粋な愛にとっては不純性，不当性としてたちあらわれてくることにな
り，結果的には二人が迫害され，デ・グリュもマノンも逮捕されるときにはそ
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の権力構造（の不当性）が露見することになるのである。つまり，マノンとデ・
グリュの恋愛がどうあれ，二人の間の愛の純粋性をめぐるパワーバランスがど
うあれ，またマノンの贅沢への欲望や浮気や彼女の行動の動機や意図がどうあ
れ，マノンはその八面六臂の活躍と破壊的行動で，結果的には機能的に社会批
判性を発揮しているのである。
つまり，マノンはデ・グリュの転落物語に視点を置く男性中心主義的な読解
ではファム・ファタルであるが，その見方を離れてマノンの行動に視点を置け
ば，マノンはピカロであり，この物語はピカレスク・ロマンとして読むことが
できるのである。『マノン・レスコー』にピカレスク・ロマンあるいはピカロ
しての性質がどのようにしてあるのかをさらに読み取っていきたい。
4．ピカラ＝マノンのもう一つのストーリー
モンテサーはピカロについて，「放浪生活」が「ピカロの性格の一つの特徴
となる」こと，また「彼の主要な関心が生きてゆくこと」（モンテサー 17）と
いう二つの特徴を指摘した後で，ピカラについて次にように述べている。
このテーマの変形で，（…）芸術的にも魅力のあるのがピカラである。
女性なるがゆえに（…），不運な娘が年端もゆかぬうちに，売春に似たこ
とに身を染めるようになるのも当然である。（…）
生きてゆくということは，現実的に考えても当然なことだが，彼女（ピカ
ラ，引用者注）の最大の目的であった。（モンテサー1718）
修道院送りから逃げ出したマノンはむろん，もともと修道院送りになるような，
そして修道院から逃げ出すような性質をもった娘であり，当然ながら労働に素
直に従事する人間ではなく，従って職を持っていない。また妻の位置にもおら
ず，今や家族に庇護される娘でもない。そうした少女が「生きてゆく」という
ことを迫られたときに，彼女の選択肢は限定されている。実際に，彼女が見つ
けたものは次から次へと貴顕の愛人となることによって，「生きていく」とい
う必要性と欲求を満たす方法であった。むろん，デ・グリュとの出会いから描
かれているために，貴顕の愛人となることが目的であり，そのため彼から逃げ
出すように考えられるし，出会ったデ・グリュをたちまち手玉に取るマノンが
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彼に語る自分の歴史＝物語がすべてとも，真実とも限らない。しかし，すべて
が計算され，意図された嘘であるならば，逆に純粋な男を騙す単純なストーリー
になってしまい，騙された男の転落物語という悲劇に収斂してしまう。言説は
行為を基盤・根拠に判断していかねばならない。語り＝言語はメッセージであ
るが，前田彰一はローマン・ヤーコブソンの『一般言語学』に言及しながら，
「メッセージそのものへの志向，メッセージそのものへの焦点合わせが詩的機
能」であり，「詩的機能は言語芸術の唯一の機能ではなく，ただその支配的，
決定的な機能である」と述べる（前田5）。マノンがデ・グリュに与える言葉，
話，情報は「情報伝達の機能（informativefunction）」（前田7）をもつが，
「情報を伝達する報告では，必要な情報的内包を持った語を正確に選択しなけ
ればならない。そうでないと読者や聞き手は，話し手の話す事柄を正確につか
むことができなくなる」（前田7）のである。逆に言えば，読者操作する詐術
的な語り手の場合は，これを逆手にとって読者に正確な情報を与えず，メッセー
ジを誤読させることができるのである。
さて，こうした貴顕との愛人生活はデ・グリュとの愛情生活だけでは満たせ
ない贅沢への憧れをも満たすことができる。むろん，デ・グリュという恋人も
おり，彼を欺くのにも，また老人に近い貴顕の愛人となるのもそれなりの「知
恵」，知略というべきものが必要である。また実際，デ・グリュをだまし，浮
気を繰り返すマノンはその都度，デ・グリュに諭され，許され，今度はパトロ
ンとなった貴顕たちをだまし，逃れる。それを侮辱と捉えた貴顕たちはその権
力を使って二人を追い，二人は（あるいはマノンは）つかまり，また逃走する
という「（悪）知恵比べ」が マノンとデ・グリュの愛情の確認が一つの，
あるいは表のストーリーとなっているとするならば もう一つの，あるいは
裏のストーリーであり，前者がこのストーリー上の静的な魅力とすれば，後者
は動的な魅力となっているのである。つまり，マノンには「放浪生活」である
こと，「主要な関心が生きてゆくこと」であること，また，ピカラとして「売
春に似たことに身を染めるようになる」こと，さらに知略，「（悪）知恵比べ」
という特徴が表れている。ここで「放浪生活」と言われているものは例えばう
らぶれて街角や路地裏を彷徨うことではなく，鹿島茂が悪党
ピ カ ロ
ないしは
悪党小説
ロマン・ピカレスク
についてその特徴として述べているように，都市から都市へ（マノ
ンの場合には田舎から都市へ），人から人へ（マノンの場合にはお金持ちから
貴族へ）と「渡り歩く」，「遍歴性」というべきものである。
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悪党小説
ロマン・ピカレスク
の第一の特徴が，悪知恵比べという点にあるとするなら，第
二の特徴は，主人公の遍歴性にある。つまり，悪知恵にたけた主人公は，
都市から都市へ，あるいは人から人へと，「渡り歩く」のである。（鹿島
59）
鹿島は『ラサリーリョ・デ・トルメスの生涯』にもその「遍歴性」を見出して
いるが，この「遍歴性」を物語を拡大するという「語り」の必要性という視点
から説明している。そのうえで「悪知恵比べと遍歴性」という本質を持つ
「悪党小説
ロマン・ピカレスク
が十七世紀の初頭にスペインからフランスに移植されるとこの本質
にもいくつかの，さらにバリエーションが現れてくる」（鹿島70）として，エ
ロス，性の問題を指摘する（鹿島70）。これはただちにマノンに結びつくが，
それは単線的な，ドン・ジュアン的なセックスへの志向というものではない
（いや，ドン・ジュアンですら，そうではない）。それを鹿島は悪党小説
ロマン・ピカレスク
のさ
らなる特徴とし，その悪ないしは悪党
ピ カ ロ
の魅力である「強さ」，「強固なる意志」
が「悪党の犯す犯罪や背徳のおぞましさを浄化する」（鹿島30）ことを指摘す
るが，さらにこれに加えて「エロティシズム」（鹿島11）を挙げているのであ
る。
しかし，「エロティシズム」に関しては，社会制度上，あるいはまた本質的
に背徳，おぞましさ，暴力性がつきまとい，そのまま生やエロスが「浄化」に
寄与するとはいえない。これに対して鹿島はドン・ジュアンを例に挙げて，暴
力に対する女性の受動性，誘惑されやすさ，逆説的だが，弱さ，すなわち
「vulnerable（抵抗力の弱い）な存在」（鹿島33）であるからこそ「悪党の犯
す犯罪や背徳のおぞましさを浄化する」と説明している。これは何も女性に限っ
たことではなく，男性がvulnerableなことであっても本質的には構わない。
ただし，『マノン・レスコー』の18世紀半ばの時代背景も考慮に入れれば，女
性が男性に単に性的にvulnerableであるときには，淫らという形容詞が
つくにすぎず，そこでプレヴォはマノンに対しては都会生活にあこがれた田舎
の少女であり，生きるためと贅沢への憧れのために，金持ちのパトロンに対し
てvulnerableであるという位置づけを与えている。そうした社会的上昇への
意志は意志の強さの発露でもあり，世俗的な力なきものが「生きてゆく」とい
うやむにやまれぬ必要性の体現でもある。マノンの「エロティシズム」もまさ
にそれにほかならない。
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この物語は表面上はファム・ファタルと良家の青年の道徳と人生の退廃と転
落とみなされてきたが，物語作者であるアベ・プレヴォ，マノンに関する話を
自分の視点で語る語り手であるデ・グリュの語りの詐術を意識しながら，いっ
たん視点をマノンの行動に置けば，身寄りも経済的拠り所もない下層階級出身
で，身分的にも家族的にも経済的にも共同体社会の底辺もしくは周縁にあるマ
ノンが，「生きてゆく」ために，そして己の欲望を満たすために，純粋な青年
を裏切り，金持ちの老人をたぶらかし，露見すると狡知で逆境を切り抜け
その点では悪事ではあるが，この悪事は冷酷な非人間的な悪ではなく，いわば
悪と罪の意識がなく，悪びれない（それゆえにマノンは繰り返すのである）痛
快な悪である ，アウトサイダー的，マージナル・マン的機能によって，結
果的には権威や権力の醜悪さや人生の苦難や偽善を暴くことになる社会批判性
を持つピカレスク・ロマンの要素を体現していることがわかる。「魅力」があ
り，「売春に似たことに身を染めるようになる」マノンというピカロ＝悪党が
現れ，活躍するこの冒険物語が，しかし同時に，そのストーリーの帰結におい
てその機知と知恵によって社会的上昇を果たすというピカレスク・ロマンの基
本的枠組みを外れるのは，この時代の制約ゆえであり，権力の偽善を暴いても，
社会の構造的枠組みのなかに強固な権力構造基盤が維持されているからであり，
一方またエロティシズムの観点からは，vulnerableという位置づけ，機能付
与があるからである。しかしながら，アベ・プレヴォが『マノン・レスコー』
でなした試みは現代に通じる文学的挑戦であり続ける。
（1） 拙論「歴史的，社会的，文学的ファム・ファタル像の変遷」（『言語と文化』第
14号，法政大学言語・文化センター，2017年）および「19世紀ヨーロッパ市民
社会における女性の性の排除構造」（『法政大学文学部紀要』第72号，2016年）
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